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囲上天文導通鱈（2）
　昨年末に大ド1ムの建築工事が全部狩る筈であったところ・時局のため・資
材の入手が困難を極め，叉，怪力の不足もあり・省・日蝕槻測遠征等のために
避難障を來し・それに加へて・塞期と・谷間短縮のため・豫期の如く講
が三筆せす，實は，今に至るも，樹ほ工事を完了レなV・のである．尤も，しか
し，建築物は三階建てになってみて，最上層部のド1ム回鱒屋根や，床・壁面
等は九月に出馬上り，45センチの望遠鏡も首尾良く据え付けが絡つたので・十
月末日までにウント督撫して，槻測に差し支へ無い程度に漕ぎ付けた・そして
十・一月2日の早蹉の灰星の掩蔽は何等の故障無く観測を逡行ずることが出盛た・
勿論，この掩蔽は，小ド1ム内のエリソン望遠鏡でもSが観測した。其の夜，
天氣は夜網から急に暗れて，些の心配もなく，プPグデムは進められた．16ミ
リのフィルムにも此の現象は撮影した．
　しかし，大ド1ム内部は，十一月や十二月になってからも，屋根の防水装置
の強化，壁面や床面の仕上げ，ビラ1のセメント塗り上げ，階段の完成，窓の
i装置等のために時日が費され，伺，ド1ムの回薄装置も改良したし，ラダ1に
も新工夫をしたし，スリ。トのたりなどにも，幾度も研究し，考へ直した．其
の他，電線工事の考案，日照計の窓外取りつけ，標準時計壷の位置と無線時報
の薙取：方法，壁面に爲翼や星圖の陳列，部分品の戸棚，観測用机椅子など・
いろ日々の黒占に於いて，考へ々々工夫を進めた．今年一月下旬になって，電線
工事と，時計仕かけの掩ひを除く他のものは全部完了した．
　直種50センチの鏡筒には，部分品を澤山取りつけたので，：甚だ賑やかなもの
となった．一寸見た所，カメラが4ヶ，ファインダが4ケ，其の他に接眼部が2ケ
所太陽の投影装置が一つといみ風になってみるが・實は此の45センチ（）カル
バ1鏡は，自分の計書では，眼覗的には使用せす，専ら軍艦爲眞の撮影に使用
するつもりで，現に今，木邊氏にカセグリン鏡面の製作を御願ひしてみるのだ
から，其れが若し首尾よく取りつけられたならば，事事観測は，径10センチの
屈折機と，11センチのアルミ反射機とで行びたいと思ってみる．
　ビラ1の北側の，重垂の降下する立て孔を・．わぎと非常に大きく設計して・
其れが出來上った．此の孔の一一一一部は，其のまN直立望遠鏡として，太陽寓眞の
設備を作りたい計書で，今，想を練ってみる．この立て孔の長さ7米孚である
から，反射鏡を使へば径75ミリ，　レンズを使へば150ミリの太陽豫が獲られる
筈である．
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　二階ぱ全部を書庫と雑｝ムの倉庫とした．叉一階は一畜ご倉庫とし，蔑りを
工場とするつもりで，今，工事中である．晴雨計も此の一階のビラ1に取りつ
けた．北面に窓を二つ作ったので，此の一階は明るい良い室となった．
　地下室は！米半に2米牟の大ぎさで，せまいものだが，一寸防磁濠みたいな感
じである．しかし，此の室は，時計室としたり，叉，直立望遠鏡ρ鏡面を置V・
たりして，利用したV・と思ってみる．深さは地面から2米牟もあるので，温度
も割合ぴに一定してみる．しかし，今は末だセメントも乾かないし，防水も不
充分なので，今夏まで亡状って，良い構造にしたいと思量
　この二月中には，一階の東隣に爲眞の暗室を作るつもりである，大きさば1
坪だが，水道の便もあるし，西之の便もあるし，叉，本屋への出入も都合が良
いの℃，この暗室は，天文用のみならす，通信用にも家族たちが使用すること
と眉、ふ．
　小ド1ムは，一昨年末に出來上って以來，ズツと愛用されてるる．大ド1ム
に比べると，萬事に青春で，叉，展望も廣く開けてみるので，つい誰でも此の
ド1ムに入り易く，從って，エリソン機は多くの人々に愛せられてみる・昨年
の夏島まで，止ヒの小ドームは，雨が漏れて，困ったが，防水紙の張ったので，
其れから，雨は全く入らなくなった．風g）謡い蒔，この小ド1ムの屋根が吹き
飛ばされやしないかと，時々，心配するのだが；幸ぴにして，過去ヅケ年飴り
20米内外の風には良く堪えて，何の故障も起らなかった。一一風のことで思ぴ
．出したが，昨一月27日午後，急に20米ばかりの突風が暫へ吹きつのった時・大
ド1ムの屋根が40。ばかり回縛して了って，たま々々工事中の大工たちが之れ
を獲少し，大騒ぎをし旋らしい．ちょうど，其の日，自分は京都に出かけてみ
て，不在だつたが，今日饒って來て見て，報告を聞いた．今後注意すべきこと
であるが，直れは，一面td於いて，屋根の杉材が漸次輕くなった謹直だとも言
べる．
　参観人がボツk々來られるが，上の如き事情だから今暫く待って貰びたい．
工事の序でre，倉庫や佳宅の修理や模様攣へなどもやってみるから・全部が一
通り完成するのは，今春四五月の頃となる見込みである．
　一月39の朝，たま依々大雪（此の地方としては）が降ったので，其の軌撮
った大ドームの末書を口檜に掲げる．之れが，との天文毫の爲眞として世に出
．る最初のものである．　　　　　　　　　　（1942－1－28）
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